
　前期
1 n 乗根についての理解と読解力を確認する問題である．

(1) n
√
a は n 乗して a になる正の実数のことである．
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√
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√
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となる．また ( n
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> 0 である．したがって，( n
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m は，n 乗して am となる正の実
数，つまり n

√
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2 順列についての基本的な知識と場合分け等を適切に行い整理する能力について確認する問題で
ある．
(1) ア 4200　 (2) イ 1260　 (3) ウ 560　 (4) エ 1　オ 10　 (5) カ 36

3 絶対値記号の基本的な取り扱い方と三角関数のよく知られた性質についての知識の確認および
それらを適切に利用する思考力を試す問題である．
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√
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√
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3　ス 4

4 極座標と直交座標の関係および極方程式についての知識を確認する問題である．また，やや繁
雑な計算を正確に実行する能力および計算過程を整理して記述する能力を確認している．
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(4) 求める面積を S で表す．
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2重根号を外して 32
√
2

3
でもよい．
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（別解）求める面積 S は直線 y = −x に関して対称なので次の式で計算できる．
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